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◆ 「ああ」という母音 2 モーラ語において，声の高さやその変化から，

人間がどのようなパラ言語情報を受け取るのかを調べるため，合成音

声を作成し，聴取実験を行なった． 

◆ 実験結果より，基本周波数（F0）の変化率と，F0の平均を用い，28

個の印象語について印象の受け取りやすさを調べ，下記の6つのグル

ープに分類することが出来た． 

◆ また，先行研究による「ええ」という2モーラ語との比較により，語

彙が異なると受け取られる印象の傾向や程度が異なることが明らか

になった． 

 
印象語 F0の変化率 

F0の平均 
評価 

変化率が負 変化率が正 

１ 「驚き」，「感心」，「好意」，「高揚」，「満足」， 

「喜び」，「強調」，「自信あり」 
正 ― 高 中～高 

２ 「悲しみ」，「無関心」，「不満」，「落胆」， 

「冷静」，「軽蔑」，「嫌悪」，「不安」， 

「自信なし」 

負 低 ― 中～高 

３ 「信頼」，「肯定」 ― 高 高 低～中 

４ 「苛立ち」 ― 低 低 中 

５ 「安堵」，「中立」 ― 高 ― 低 

６ 「恐れ」，「慎み」，「怒り」， 

「疑問」，「同情」，「相槌」 

― ― ― ― 

 


